
調
査
報
告
四
十
七
’
八

先
に
、
本
調
査
報
告
四
十
七
’
六
（
以
下
前
稿
）
に
お
い
て
、
「
眠
江
入
楚
」
成
立
以
降
の
、
通
勝
講
釈
に
つ
い
て
触
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
っ

た
が
、
そ
の
中
で
は
『
眠
江
入
楚
』
の
空
蝉
巻
の
記
事
、
『
九
条
家
本
源
氏
物
語
聞
耆
」
（
以
下
「
九
条
家
本
」
）
に
よ
る
記
載
事
項
と
、
更
に

（
１
）

通
勝
歌
集
か
ら
の
も
の
に
留
ま
っ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
中
田
武
司
氏
の
『
源
氏
物
語
古
注
集
成
脂
眠
江
入
楚
」
（
第
五
巻
）
に
は
京

さ
き
に
、
此
の
槁
執
筆
者
の
一
人
徳
岡
の
調
査
に
か
か
る
と
こ
ろ
を
「
調
査
報
告
四
十
七
’
六
」
と
し
て
報
告
し
た
が
、
そ
の
後
の
調
査
に

よ
り
、
関
わ
る
新
た
な
資
料
を
得
た
の
で
、
こ
こ
に
「
調
査
報
告
四
十
七
Ｉ
八
」
と
し
て
補
う
も
の
で
あ
る
。
以
下
、
徳
岡
新
稿
に
よ
り
若
干

の
筆
を
加
え
た
。 は

し
が
き

1

常
磐
松
文
庫
蔵
「
九
条
家
本
源
氏
物
語
聞
耆
」
解
題
拾
遺
（
三

野
村
精
一

渡
辺
道
子

徳
岡
涼

1
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大
中
院
文
庫
一
眼
江
入
楚
」
（
〈
中
院
／
Ｖ
／
詔
〉
は
、
現
在
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
開
中
耳
ｇ
ミ
ミ
言
乏
．
冒
与
・
冨
○
さ
‐
匡
．
胃
．
旨
》
に
慶
長
年

間
の
記
載
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
同
書
に
よ
れ
ば
更
に
新
た
な
記
事
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
。

本
稿
で
は
、
中
田
氏
の
報
告
さ
れ
た
記
事
に
検
討
を
加
え
る
と
共
に
、
新
た
な
報
告
を
試
み
た
い
。

以
下
前
槁
の
な
か
か
ら
迦
勝
の
源
氏
物
語
講
釈
に
関
す
る
記
事
を
改
め
て
順
に
抜
書
き
す
る
と
、

慶
長
八
年
十
一
月
九
日
於

水
無
瀬
読
之
時
身
も
う
ぐ

慶
長
九
閏
八
川
二
Ⅱ
於
水
無
瀬
殿
素
然

小
君
の
心
に
面
白
也

猶
又
可
案
之

思
ひ
ハ
て
ぬ
と

紅
葉
賀
の
巻
の
「
心
ぐ
る
し
う
て
」
の
肩
付
に
「
閏
八
三
日
」
と
存
す
。

２

二
九
条
家
本
」
第
一
冊
・
六
一
丁
表
・
末
摘
花
）

（
「
眠
江
入
楚
』
空
蝉
巻
・
中
院
／
Ｖ
／
認
）

（
同
・
六
七
丁
表
・
紅
葉
賀
）

2



四十七一八常磐松文庫蔵『九条家本源氏物語聞耆」

し
か
し
、
そ
の
他
に
中
田
武
司
氏
が
通
勝
自
筆
の
一
眼
江
入
楚
』
（
中
院
／
Ｖ
／
調
）
を
調
査
さ
れ

慶
長
十
三
年
四
月
一
九
Ⅱ
二
御
講
釈
終
先
年
称
名
院
の
御
識
釈
も
今
日
終
と
御
物
語
也

今
日
石
山
の
御
縁
日
二
よ
り
て
也

慶
長
十
三
年
二
月
廿
三
日
水
無
瀬
殿
中
院
殿
也
足
軒
講
釈
此
巻
よ
り
讃
ハ
し
め
給
ふ
心
は

此
巻
は
祝
言
也
桐
壷
ハ
不
祝
言
な
り
こ
れ
ゆ
ヘ
ニ
此
巻
を
初
二
よ
ミ
給
り

芦
箏
斎
二
い
さ
腿
か
聴
今
説
ノ
き
り
つ
ほ
を
最
初
二
書
き
た
る
も
心
を
付
て
見
へ
き
事
と
心
前
叩
さ
れ
け
り

（
同
．
第
三
冊
．
十
三
丁
表
・
初
音
）

夕
顔
巻
の
「
た
の
も
し
け
な
し
や
」
に
首
注
と
し
て
「
草
子
地
也
慶
長
九
年
十
十
こ

同
（
慶
長
）
十
三
年
水
無
瀬
に
て
源
氏
終
功
の
時

打
ち
わ
た
す
そ
の
名
ば
か
り
は
い
か
な
ら
ん
我
が
身
に
た
ど
る
夢
の
う
き
は
し

紅
葉
賀
巻
の
「
ち
の
か
き
り
」
に
首
注
と
し
て
「
ち
の
か
き
り
私
今
案
無
文
二
地
ハ
カ
リ
織
ル
義
然
ヘ
シ
慶
長
九
十
廿
一
於
藤
松
」

（
同
・
第
五
冊
・
八
八
丁
表
・
夢
浮
橋
）

（
通
勝
家
集
）

旬
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と
あ
る
こ
と
を
報
告
さ
れ
て
い
る
。

竹
田
家
三
代
藤
松
は
、
母
が
松
井
康
之
の
妻
自
徳
院
の
妹
に
当
た
る
と
い
う
縁
も
あ
り
、
松
井
長
助
定
勝
（
？
～
一
六
四
七
）
と
名
を
改
め

（
ワ
】
）

る
。
松
井
康
之
か
ら
竹
田
藤
松
へ
の
知
行
宛
行
状
に
は
、
藤
松
の
名
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
。

依
て
、
中
畦

か
び
上
が
る
。

不
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

右
の
中
で
目
を
ひ
く
の
は
、
紅
葉
賀
巻
の
な
か
の
「
於
藤
松
」
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
に
取
り
上
げ
て
き
た
も
の
は
水
無
瀬
に
て
の
通
勝
講
釈
に
限
ら
れ
て
い
た
の
だ
が
、
「
藤
松
」
で
は
別
の
場
所
あ
る
い
は
人
物
を

天
正
十
五
松
井
新
介

十
二
月
十
九
日
康
之
（
花
押
）

竹
田
藤
松
殿

之
候
全
御
領
地

肝
要
候
恐
々
謹

以
試
ヶ
村
之
内
七
拾
五
石

以
市
場
村
之
内
五
拾
石

都
合
百
弐
拾
五
石
進

中
院
家
あ
る
い
は
細
川
家
近
辺
を
探
る
と
、
藤
松
に
関
し
て
、
細
川
筆
頭
家
老
松
井
家
の
家
老
を
務
め
た
家
に
竹
田
家
の
存
在
が
浮

汎
心
々
非
理
一
言

－4－
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細
川
家
は
慶
長
五
年
（
一
六
○
○
）
に
徳
川
家
康
よ
り
忠
興
に
豊
後
速
水
郡
・
湯
布
院
六
万
石
が
与
え
ら
れ
、
康
之
は
豊
後
国
杵
築
城
の
守

衛
の
任
に
就
く
。
藤
松
自
身
は
、
濃
州
岐
阜
城
攻
、
関
ヶ
原
の
戦
に
参
陣
し
、
慶
長
七
年
（
一
六
○
二
）
そ
の
功
に
よ
り
松
井
家
か
ら
豊
後
国

田
原
庄
沓
懸
村
の
内
都
合
七
百
石
の
知
行
を
賜
っ
て
い
る
。

「
眠
江
入
楚
」
の
記
事
は
そ
れ
よ
り
二
年
後
の
慶
長
九
年
の
も
の
で
あ
る
の
で
、
竹
田
家
の
丹
後
に
お
け
る
知
行
を
直
ち
に
比
す
る
こ
と
は

避
け
た
い
が
、
家
老
松
井
は
細
川
の
家
老
と
い
う
こ
と
だ
け
あ
っ
て
、
現
在
も
実
隆
自
筆
の
『
伊
庭
千
句
』
を
は
じ
め
細
川
幸
隆
筆
の
『
つ
れ

づ
れ
草
」
、
室
町
期
写
本
で
あ
る
「
詞
花
和
歌
集
」
や
『
伊
勢
物
語
」
、
あ
る
い
は
、
桃
山
期
写
の
『
源
氏
物
語
」
な
ど
古
典
籍
を
多
く
蔵
し
て

い
る
。
そ
の
様
な
文
事
に
通
じ
た
背
景
を
考
え
合
わ
せ
て
も
、
そ
の
家
老
で
あ
っ
た
藤
松
を
一
人
の
候
補
と
し
て
挙
げ
て
お
く
こ
と
は
あ
な
が

問
題
は
、
こ
れ
は
水
無
瀬
講
釈
と
一
連
の
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
別
の
も
の
で
あ
っ
た
の
か
否
か
で
あ
る
。
な
お
判
断
の
限
り
で
は
な
い
が

後
に
触
れ
た
い
。

ち
見
当
違
い
で
は
な
か
ろ
う
。

こ
の
知
行
宛
行
状
は
康
之
が
丹
後
国
二
ケ
村
（
現
在
の
京
都
府
加
佐
郡
大
江
町
）
の
内
七
十
五
石
、
市
場
村
（
現
在
の
京
都
府
船
井
郡
和
知

町
）
の
内
五
十
石
を
竹
田
藤
松
に
与
え
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の
ど
ち
ら
か
に
つ
い
て
藤
松
と
い
っ
て
い
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

定
勝
は
文
禄
の
役
に
際
し
康
之
に
従
い
朝
鮮
に
渡
り
、
岩
山
城
攻
に
て
活
躍
し
、
慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）
二
十
七
石
七
斗
を
加
増
さ
れ
て

い

る
0

御
泊
所

－5－



慶
長
三
年
成
立
と
い
わ
れ
る
通
勝
自
筆
の
『
眠
江
入
楚
』
に
は
書
入
れ
が
存
し
て
お
り
、
そ
の
後
の
通
勝
講
釈
が
害
入
れ
ら
れ
て
い
っ
た
こ
と

は
周
知
で
あ
る
が
、
右
の
紙
片
の
存
在
も
、
そ
の
証
左
に
他
な
ら
な
い
。

な
お
、
右
の
紙
片
が
袋
綴
じ
の
中
に
綴
じ
込
ま
れ
た
の
は
、
『
眠
江
入
楚
」
成
立
当
時
の
も
の
と
い
う
よ
り
、
後
補
の
折
の
こ
と
で
あ
っ
た

ま
た
、
こ
れ
ま
で
未
確
認
で
あ
っ
た
記
事
が
空
蝉
巻
に
存
し
て
い
る
こ
と
も
こ
こ
に
補
し
て
お
く
必
要
が
有
ろ
う
。

す
な
わ
ち
通
勝
自
筆
本
の
「
眠
江
入
楚
」
十
九
丁
目
の
袋
綴
じ
の
袋
中
に
縦
二
六
糎
×
横
八
・
五
糎
の
紙
片
が
綴
じ
込
ま
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
紙
片
自
体
が
虫
損
を
と
も
な
い
、
ま
た
袋
綴
じ
の
な
か
の
調
査
で
お
ぼ
つ
か
な
い
面
も
あ
る
の
だ
が
、
こ
こ
に
出
来
る
範
囲
で
の
報
告
を

し
て
お
き
た
い
。

慶
長
十
二
年
七
月
四
日
件
更
何
れ
み
る
□
□
口
時
今
案
也

あ
さ
ま
し
か
り
し
に
と
か
く
ま
き
ら
は
し
て
も
－

此
段
あ
さ
ま
か
り
し
に
と
か
く
ま
き
ら
は
し
て
も
と
は
今
夜
ハ
荻
へ
ゆ
つ
り
て

蝉
か
文
さ
し
に
は
あ
ら
ぬ
や
う
に
し
な
し
た
れ
と
も
如
何
蝉
く
し
さ
し
と
ハ

人
々
し
る
へ
し
さ
れ
は
つ
み
さ
り
所
な
し
と
い
へ
る
に
や
前
ノ
詞
に
も
何
と
ら
ん

人
ハ
心
□
□
□
と
あ
れ
は
皆
人
々
は
志
は
改
と
可
然
と
い
へ
る
（
虫
損
）

可
思
案
之

3

－6－
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し
て
八
月
の
こ
と
と
さ
れ
る
。

ろ
、
っ
。 と

も
あ
れ
、
『
眠
江
入
楚
」
は
そ
れ
自
体
が
、
完
稿
の
後
も
講
釈
の
成
果
を
踏
ま
え
た
書
き
入
れ
や
、
あ
る
い
は
付
菱
に
よ
る
増
補
を
繰
り

返
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
推
さ
れ
る
。
通
勝
自
筆
の

状
態
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
に
八
月
十
一
日
の
也
足
奥
書
が
あ
る
こ
と
か
ら
井
上
氏
は
水
無
瀬
の
一
連
の
講
釈
の
終
功
と
見
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

「
九
条
家
本
』
の
記
事
に
よ
り
、
水
無
瀬
の
終
功
は
、
慶
長
十
‐
三
年
川
〃
十
九
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

と
す
る
と
『
源
語
秘
訣
」
に
お
け
る
講
釈
は
別
の
席
で
あ
っ
た
と
考
え
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
水
無
瀬
殿
に
お
け
る
講
釈
は
『
九
条
家
本
」

に
見
る
如
く
全
帖
に
渡
る
。
し
か
し
、
『
源
語
秘
訣
」
奥
書
に
記
す
そ
れ
は
「
源
氏
物
語
一
部
講
席
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
別
の
講
釈
で
あ
っ
た

先
に
記
し
た
「
於
藤
松
」
の
記
事
も
水
無
瀬
講
釈
と
平
行
し
て
た
ま
さ
か
に
行
わ
れ
た
講
釈
だ
っ
た
可
能
性
が
大
き
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

－
３
」

水
無
瀬
に
お
け
る
通
勝
講
釈
の
終
功
の
こ
と
に
つ
い
て
、
井
上
宗
雄
氏
が
、
次
の
九
大
細
川
文
庫
の
『
源
語
秘
訣
』
奥
書
を
引
き
合
い
に
出

源
華
這
華
瞬
睡
朋
望
之
間
終
源
氏
物
語
一
部
講
席
之
功
後
感
甚
懇
志
附
而
比
別
勘
是
為
補
愚
之
短
才
芙
也

4

『
眠
江
入
楚
」
は
焼
損
甚
だ
し
く
、
裏
打
ち
が
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
時
に
誤
っ
て
綴
じ
入
れ
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る

－7－



も
ち
ろ
ん
、
場
所
を
転
々
と
し
て
、
一
連
の
講
釈
と
し
て
行
わ
れ
た
可
能
性
も
残
ら
な
い
訳
で
は
な
い
が
。

こ
の
慶
長
年
間
、
講
釈
ば
か
り
で
な
く
通
勝
は
後
陽
成
天
皇
と
源
氏
の
校
合
に
務
め
た
り
（
「
御
湯
殿
の
日
記
」
等
、
前
槁
に
詳
し
い
）
も

（
４
）

す
る
一
方
、
池
田
利
夫
氏
に
よ
り
近
衛
信
尹
等
筆
本
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
寄
合
書
の
梅
が
枝
巻
奥
書
に

注 と
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
記
載
か
ら
こ
の
寄
合
書
は
、
水
無
瀬
講
釈
終
功
直
前
に
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

（
５
）

本
文
書
写
、
本
文
の
校
合
、
講
釈
、
注
釈
を
平
行
し
な
が
ら
行
っ
て
い
た
通
勝
の
源
氏
学
の
在
り
方
に
は
と
る
べ
き
も
の
が
多
く
あ
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

へへへ〆へへ

54321
……、一ー

慶
長
十
三
年
仲
春
朔
耆
之
翌
朝
加
如
一
校
朱
点
詑
素
然

年
表
化
さ
れ
て
い
る
、

「
源
氏
物
語
古
注
集
成
胆
眠
江
入
楚
」
中
田
武
司
編
お
う
ふ
う
昭
和
五
九
年
一
月

『
竹
田
家
資
料
調
査
報
告
書
』
八
代
市
博
物
館
未
来
の
森
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
平
成
七
年
三
月

井
上
宗
雄
「
也
足
軒
・
中
院
通
勝
の
生
涯
」
「
国
語
国
文
』
昭
和
四
六
年
一
二
月

池
田
利
夫
「
源
氏
物
語
の
文
献
学
的
研
究
序
説
」
笠
間
叢
耆
狸
笠
間
害
院
昭
和
六
三
年
二
一
月

伊
井
春
樹
『
源
氏
物
語
注
釈
言
・
享
受
史
事
典
」
（
東
京
堂
出
版
平
成
一
三
年
九
月
）
に
も
こ
の
辺
り
の
事
柄
に
つ
い
て
は
詳
し
く

－8－
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付
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調
査
報
告
四
十
七
’
二
（
年
報
十
六
号
所
収
）
正
誤

行
誤

４
是
よ
り
己
前
は

吃
物
語
の
姫
君

イ
ッ
キ

８
斎
の
宮

皿
六
条
ノ
御
息
卜
此
か
た
は

肥
心
た
か
ら
お
も
へ
る
に

７
此
人
を
え
け
た
ず

岨
田
舎
人
Ｉ

３
己
下
種
、
の
事
な
る
へ
し

皿
御
後
ノ
悔
ノ
御
心
也

＊
＊
＊

今
『
副
‐
］

“
Ⅲ
ニ
ニ
ロ資

料
の
閲
覧
を
御
許
可
下
さ
い
ま
し
た
京
都
大
学
付
属
図
書
館
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
袋
中
の
紙
片
の
調
査
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
十
一
年
十
月
五
日
か
ら
の
調
査
の
折
、
御
許
可
を
得
ま
し
た
。
（
徳
岡
）

正

是
よ
り
巳
前
は

朝
顔
の
姫
君

イ
ッ
キ
ミ
ヤ

斎
の
宮

六
条
ノ
御
息
卜
此
御
か
た
は

心
た
か
う
お
も
へ
る
に

イ

此
人
を
え
け
た
ず

田
舎
人
Ｉ

巳
下
種
、
の
事
な
る
へ
し

御
後
悔
ノ
御
心
也
。
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も
の
さ
は
か
し
ぐ
障
な
き
と
也

引
寺

「
寺
」
ハ
「
詩
」
力

。前
斎
院
宮
御
ま
い
り
の
事

此
度
な
り

わ
た
り
項
事
Ｉ

給
也

天
の
と
か
め
あ
る
に
や

思
惟
ノ
ふ
か
き
也
源
氏
我
卜

致
仕
御
方
也

さ
る
は
御
位
の
ほ
と
よ
り
Ｉ

河
海
己
下
二
委

夕
霧
は
花
ち
る
の
御
子
分
な
し
て

東
の
院
に
て
さ
せ
給
り

夕
き
り
の
御
お
ぢ
や

今
か
し
こ
に
わ
た
し
奉
ん
お
ん

未
座
に
侍
て
聴
聞

学
道
の
牙
は

舞
妓
の
装
束
ノ
日
は

も
の
さ
は
か
し
ぐ
隙
な
き
と
也

引
之

《
削
除
》

前
斎
圓
宮
御
ま
い
り
の
事

此
ノ
度
な
り

わ
た
り
給
事
ｆ

給
ふ
也

天
の
と
か
め
あ
る
也

思
惟
ノ
ふ
か
き
也
源
し
我
卜

致
仕
北
方
也

さ
る
は
御
位
の
程
よ
り
ｌ

河
海
巳
下
二
委

夕
霧
は
花
ち
る
の
御
子
分
に
な
し
て

東
の
院
に
て
せ
さ
せ
給
り

夕
き
り
の
御
お
ぢ
也

今
か
し
こ
に
わ
た
し
奉
ん
て
ん

末
座
に
侍
て
聴
聞

学
匠
の
牙
は

舞
妓
の
装
束
辰
ノ
日
は
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調
査
報
告
四
十
七
’
七
（
年
報
二
十
二
号
所
収
）
正
誤

誤

刻
１
源
氏
物
語
註
釈
史

2 19151412 3 1920 13

れ
い
な
ら
ひ
に
け
れ
は
や
す
く

紫
上
也
含
御
訶
な
り

弾
も
疎
猶
、
し
け
れ
は

我
も
を
る
也

唾

か
と
め
い
た
る
と
こ
ろ
Ｉ

く
じ
の
の
た
う
れ
Ｉ

実
ほ
う
な
る

う
ら
め
し
か
ン
べ
ひ
事
そ
か
し

い

夕
霧
の
葵
上
二
似
ぬ
事
也

れ
い
な
ら
ひ
に
け
れ
は
か
や
す
く

紫
上
也
則
御
訶
な
り

契
も
疎
鷺
、
し
け
れ
は

我
を
を
る
也

回

か
と
め
ひ
た
る
と
こ
ろ
Ｉ

く
じ
の
た
う
れ
Ｉ

実
ほ
う
な
る

う
ら
め
し
か
ン
べ
ひ
事
そ
か
し

い

夕
き
り
の
葵
上
二
似
ぬ
事
也

正

源
氏
物
語
注
釈
書
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